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博士前期課程
養成する人材像と３つのポリシーの相関図

【ディプロマ・ポリシー】

【カリキュラム・ポリシー】

【アドミッション・ポリシー】

【養成する人材像】

[M-AP1] 情報数理学の高度な研究に取り組む前
提として、学士課程で修得すべき知識・技能、
思考力・判断力・表現力等を身につけている。

[M-CP1] 専攻基幹科目において、
数理・量子情報、AI・データサイ
エンス、情報システム・セキュリ
ティの3領域に関する科目群を体系
的に配置し、情報数理学概論によ
り専攻全体の学問体系と横断的視
野を形成する。各特論では、先端
的知識と実証科学的研究方法を学
修できるようにし、課題解決力、
論理的・批判的思考力および情報
分析力を養う。

[M-CP2] キャリア形成科目におい
て、産業界の実務家教員によるオ
ムニバス授業を提供し、研究と社
会実装の接点を理解し、現場起点
の課題発見・課題設定・解決プロ
セスを学修できるようにすること
で、専門知の活用力、協働・リー
ダーシップ、技術倫理・社会的責
任への感度を涵養する。

[M-DP1] 量子情報、深層学習、情報セキュリ
ティ等に変革をもたらす次世代情報処理パラダ
イムを支える数理的原理を理解し、それらを活
用・改良するための学識と技術的能力を有して
いる。

情報数理学の素養を用いて人と社会に貢献する情報科学技術を開発する
応用力・問題解決能力を有する高度専門職業人

情報科学の技術革新に対し、情報数理学の技術や知識を用い、明治学院
大学の教育理念である“Do for Others(他者への貢献)”に基づく倫理観を
もって貢献できる人材

[M-DP3] 研究倫理に関する知識を有し、倫理的
配慮を適切に行うことができ、情報科学の発展
に寄与するとともに他者を支援するための実践
能力を身につけている。

[M-DP2] 情報科学およびその関連領域において、
高度な専門研究を推進する能力を有している。

[M-CP3] 特別講義科目において、
最新の研究動向や特定テーマの集
中的学修を提供し、専門領域の先
端知を迅速に獲得できるようにす
ることで、研究計画の高度化、方
法論の更新、領域横断的視座の獲
得を支援する。

[M-AP2] 本学の教育理念である“Do for 
Others(他者への貢献)”の意義を理解し、数理科
学および情報技術の人と社会への還元に関する
興味・関心を持ち、高度専門職業人として社会
に貢献する強い意欲を持っている。

[M-AP3] 情報技術が社会や人に与える影響を深
く考え、倫理的な視点から物事を判断できる能
力を有している。

[M-CP4] 研究指導において、研究
計画立案・遂行・成果発表までの
プロセスを体系的に指導し、高度
な専門研究を推進する能力を形成
するとともに、研究倫理の遵守と
再現可能性の確保を徹底する。

実線：強い関連
  破線：関連
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博士前期課程

養成する人材像と３つのポリシーの相関図

【ディプロマ・ポリシー】

【カリキュラム・ポリシー】

【アドミッション・ポリシー】

【養成する人材像】

[M-AP1] 情報数理学の高度な研究に取り組む前
提として、学士課程で修得すべき知識・技能、
思考力・判断力・表現力等を身につけている。

[M-CP1] 専攻基幹科目において、
数理・量子情報、AI・データサイ
エンス、情報システム・セキュリ
ティの3領域に関する科目群を体系
的に配置し、情報数理学概論によ
り専攻全体の学問体系と横断的視
野を形成する。各特論では、先端
的知識と実証科学的研究方法を学
修できるようにし、課題解決力、
論理的・批判的思考力および情報
分析力を養う。

[M-CP2] キャリア形成科目におい
て、産業界の実務家教員によるオ
ムニバス授業を提供し、研究と社
会実装の接点を理解し、現場起点
の課題発見・課題設定・解決プロ
セスを学修できるようにすること
で、専門知の活用力、協働・リー
ダーシップ、技術倫理・社会的責
任への感度を涵養する。

[M-DP1] 深層学習、量子情報といった次世代情
報処理パラダイムを支える数学的原理を理解し、
それらを活用・改良するための学識と技術的能
力を有している。

情報数理学の素養を用いて人と社会に貢献する情報科学技術を開発する
応用力・問題解決能力を有する高度専門職業人

情報科学の技術革新に対し、情報数理学の技術や知識を用い、明治学院
大学の教育理念である“Do for Others(他者への貢献)”に基づく倫理観を
もって貢献できる人材

[M-DP3] 研究倫理に関する知識を有し、倫理的
配慮を適切に行うことができ、情報科学の発展
に寄与するとともに他者を支援するための実践
能力を身につけている。

[M-DP2] 情報科学およびその関連領域において、
高度な専門研究を推進する能力を有している。

[M-CP3] 特別講義科目において、
最新の研究動向や特定テーマの集
中的学修を提供し、専門領域の先
端知を迅速に獲得できるようにす
ることで、研究計画の高度化、方
法論の更新、領域横断的視座の獲
得を支援する。

[M-AP2] 本学の教育理念である“Do for 
Others(他者への貢献)”の意義を理解し、数理科
学および情報技術の人と社会への還元に関する
興味・関心を持ち、高度専門職業人として社会
に貢献する強い意欲を持っている。

[M-AP3] 情報技術が社会や人に与える影響を深
く考え、倫理的な視点から物事を判断できる能
力を有している。

[M-CP4] 研究指導において、研究
計画立案・遂行・成果発表までの
プロセスを体系的に指導し、高度
な専門研究を推進する能力を形成
するとともに、研究倫理の遵守と
再現可能性の確保を徹底する。

実線：強い関連
  破線：関連

【別紙１】　旧
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DP1 DP2

量子情報、深層学習、情報
セキュリティ等に変革をも
たらす次世代情報処理パラ
ダイムを支える数理的原理
を理解し、それらを活用・
改良するための学識と技術
的能力を有している。

情報科学およびその関連領
域において、高度な専門研
究を推進する能力を有して
いる。

授業名称 高度な知識・技能 高度な研究能力 卓越した職業能力 研究倫理

概 論 情報数理学概論 ◎ ○ ○ ○

情報数学特論A ◎ ○ ○ ○

情報数学特論B ◎ ○ ○ ○

数理科学特論A ◎ ○ ○ ○

数理科学特論B ◎ ○ ○ ○

量子情報特論A ◎ ○ ○ ○

量子情報特論B ◎ ○ ○ ○

社会情報学特論A ◎ ○ ○ ○

社会情報学特論B ◎ ○ ○ ○

人工知能特論A ◎ ○ ○ ○

人工知能特論B ◎ ○ ○ ○

機械学習特論A ◎ ○ ○ ○

機械学習特論B ◎ ○ ○ ○

情報システム特論A ◎ ○ ○ ○

情報システム特論B ◎ ○ ○ ○

情報ネットワーク特論A ◎ ○ ○ ○

情報ネットワーク特論B ◎ ○ ○ ○

情報セキュリティ特論A ◎ ○ ○ ○

情報セキュリティ特論B ◎ ○ ○ ○

CP2 産学連携講座 ○ ○ ◎ ○

情報数理学特講ⅠA ○ ◎ ○ ○

情報数理学特講ⅠB ○ ◎ ○ ○

特別研究Ⅰ ○ ◎ ○ ○

特別研究Ⅱ ○ ◎ ○ ○

CP1

CP3

CP4

キャリア形成科目

特別講義科目

研究指導

科目群名

数
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・
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子
情
報
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域

情
報
シ
ス
テ
ム
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キ
ュ
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テ
ィ
領
域
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目
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I
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タ
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イ
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ン
ス
領
域

DP3

研究倫理に関する知識を有し、倫理的配慮を適切に行
うことができ、情報科学の発展に寄与するとともに他
者を支援するための実践能力を身につけている。

カリキュラムマップ（博士前期課程）

科目に最も関連する能力＝◎
科目に関連する能力＝〇
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DP1 DP2

深層学習、量子情報といっ
た次世代情報処理パラダイ
ムを支える数学的原理を理
解し、それらを活用・改良
するための学識と技術的能
力を有している。

情報科学およびその関連領
域において、高度な専門研
究を推進する能力を有して
いる。

授業名称 高度な知識・技能 高度な研究能力 卓越した職業能力 研究倫理

概 論 情報数理学概論 ◎ ○ ○ ○

情報数学特論A ◎ ○ ○ ○

情報数学特論B ◎ ○ ○ ○

数理科学特論A ◎ ○ ○ ○

数理科学特論B ◎ ○ ○ ○

量子情報特論A ◎ ○ ○ ○

量子情報特論B ◎ ○ ○ ○

社会情報学特論A ◎ ○ ○ ○

社会情報学特論B ◎ ○ ○ ○

人工知能特論A ◎ ○ ○ ○

人工知能特論B ◎ ○ ○ ○

機械学習特論A ◎ ○ ○ ○

機械学習特論B ◎ ○ ○ ○

情報システム特論A ◎ ○ ○ ○

情報システム特論B ◎ ○ ○ ○

情報ネットワーク特論A ◎ ○ ○ ○

情報ネットワーク特論B ◎ ○ ○ ○

情報セキュリティ特論A ◎ ○ ○ ○

情報セキュリティ特論B ◎ ○ ○ ○

CP2 産学連携講座 ○ ○ ◎ ○

情報数理学特講ⅠA ○ ◎ ○ ○

情報数理学特講ⅠB ○ ◎ ○ ○

特別研究Ⅰ ○ ◎ ○ ○

特別研究Ⅱ ○ ◎ ○ ○

DP3

研究倫理に関する知識を有し、倫理的配慮を適切に行
うことができ、情報科学の発展に寄与するとともに他
者を支援するための実践能力を身につけている。

カリキュラムマップ（博士前期課程）

科目に最も関連する能力＝◎
科目に関連する能力＝〇

科目群名

数
理
・
量
子
情
報
領
域

情
報
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ス
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ム
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目
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I

・

デ
ー
タ
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イ
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領
域

CP1

CP3

CP4

キャリア形成科目

特別講義科目

研究指導
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研究指導スケジュール（博士前期課程）
年次 時期 内容 備考

入学前 ー 研究指導教員候補者の選定
情報数理学研究科委員会は、学生が入学試験時に提出した研究計画書概要および入学試験面接結果に
基づき、学生の研究分野・テーマに対応できる主指導教員および、学生の視野拡大に寄与すると考え
られ、主指導教員と共同で指導を行う副指導教員それぞれの候補を学生の入学までに選出する。

4月 研究指導教員の決定

4月 履修科目の決定

4月～7月 研究指導
学生は文献収集の後、研究テーマ、研究目的、研究方法などを策定し、研究方法の具体化に関する検
討を行う。なお、「特別研究Ⅰ」の第1回は、学生全員が参加する合同授業とし、研究指導に関する詳
しいガイダンスを行う。主指導教員が正式決定した第2回以降は、個別の研究指導を開始する。

7月
研究中間発表会（研究倫理
講習会の実施を含む）

学生は、1年次研究指導科目である「特別研究Ⅰ」の進捗に基づき、主副指導教員の指導・助言を受け
ながら研究テーマ、研究目的、研究方法等をまとめ、研究中間発表会でその内容を報告する。研究中
間発表会は博士前期課程および博士後期課程の全年次の全学生が原則として同じ会場で参加する。ま
た、情報数理学研究科の専任教員は原則として全員参加し、自身の指導する学生だけでなく他の学生
についても評価と助言を行う。
あわせて、研究中間発表会において研究倫理講習会を実施し、研究不正行為の事例、研究データの適
切な管理および研究成果の公正な発信等について理解を深める機会を設ける。

9月～1月 研究指導 主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅰ」に基づき研究指導を行う。

3月 成績発表
主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅰ」について単位合否判定を行う。大学院事務室は３
月に「特別研究Ⅰ」の単位合否を含む成績を学生へ通知する。

4月 履修科目の決定 学生は主副指導教員と相談のうえ、履修科目を決定する。

4月 修士論文題目届提出
学生は主副指導教員と修士論文題目について相談し、その案を決める。学生は大学院事務室へ修士論
文題目届を提出する。

4月～7月 研究指導 主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅱ」に基づき研究指導を行う。

7月
研究中間発表会（研究倫理
講習会の実施を含む）

学生は、2年次研究指導科目である「特別研究Ⅱ」の進捗に基づき、主副指導教員の指導・助言を受け
ながら研究テーマ、研究目的、研究方法等をまとめ、研究中間発表会でその内容を報告する。研究中
間発表会は博士前期課程および博士後期課程の全年次の全学生が原則として同じ会場で参加する。ま
た、情報数理学研究科の専任教員は原則として全員参加し、自身の指導する学生だけでなく他の学生
についても評価と助言を行う。
あわせて、研究中間発表会において研究倫理講習会を実施し、研究不正行為の事例、研究データの適
切な管理および研究成果の公正な発信等について理解を深める機会を設ける。

9月～1月 研究指導 主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅱ」に基づき研究指導を行う。

11月下旬
修士学位申請
予備審査論文提出

情報数理学研究科の専任教員は、修士学位申請予備審査論文について、自身の指導する学生だけでな
く他の学生についても評価と助言を行う。

1月上旬 修士論文最終版提出
学生は、修士学位申請予備審査論文についての評価と助言を参考に、修士論文を完成し、大学院事務
室へ提出する。

1月中旬 修士論文発表会 最終年次の「特別研究Ⅱ」では授業の最終回を修士論文発表会とし、学生が発表を行う。

1月末
修士論文審査会
（口頭試問・最終試験）

情報数理学研究科委員会は、提出された修士論文を基に、主査１名、副査２名以上の委員で構成され
る審査委員を決定する。審査委員は、本研究科委員会が開催する修士論文審査会にて口頭試問および
最終試験を行い、大学院事務室に報告書を提出する。

2月中旬 修士論文合否判定会議 情報数理学研究科委員会は、審査委員が提出した報告書を基に論文の合否を判定する。

2月下旬
修了判定会議
（修士号合否判定）

情報数理学研究科委員会は、修士論文合否判定会議の結果および修得単位数などを基に修了判定会議
を開催し、修了判定報告書を大学院事務室へ提出する。

3月 修了者発表 大学院事務室は、修了者を発表する。

・入学後のオリエンテーション期間に、情報数理学専攻主任と指導教員候補者が教育研究活動と履修
の指導を行い、この期間中に主指導教員と副指導教員を確定する。
・学生は履修申請において、「特別研究Ⅰ」の授業担当者は主指導教員とし、他の履修科目も主指導
教員から履修指導を受け、主指導教員が署名した履修登録確認票を締切日までに提出する。

2年次

1年次

【別紙３】　新

ー 審査意見（６月）（資料）【M】 ー 6 ー

高橋 祐哉
長方形



研究指導スケジュール（博士前期課程）
年次 時期 内容 備考

入学前 ー 研究指導教員候補者の選定
情報数理学研究科委員会は、学生が入学試験時に提出した研究計画書概要および入学試験面接結果に
基づき、学生の研究分野・テーマに対応できる主指導教員および、学生の視野拡大に寄与すると考え
られ、主指導教員と共同で指導を行う副指導教員それぞれの候補を学生の入学までに選出する。

4月 研究指導教員の決定

4月 履修科目の決定

4月～7月 研究指導
学生は文献収集の後、研究テーマ、研究目的、研究方法などを策定し、研究方法の具体化に関する検
討を行う。なお、「特別研究Ⅰ」の第1回は、学生全員が参加する合同授業とし、研究指導に関する詳
しいガイダンスを行う。主指導教員が正式決定した第2回以降は、個別の研究指導を開始する。

7月 研究中間発表会

学生は、1年次研究指導科目である「特別研究Ⅰ」の進捗に基づき、主副指導教員の指導・助言を受け
ながら研究テーマ、研究目的、研究方法等をまとめ、研究中間発表会でその内容を報告する。研究中
間発表会は博士前期課程および博士後期課程の全年次の全学生が原則として同じ会場で参加する。ま
た、情報数理学研究科の専任教員は原則として全員参加し、自身の指導する学生だけでなく他の学生
についても評価と助言を行う。

9月～1月 研究指導 主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅰ」に基づき研究指導を行う。

3月 成績発表
主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅰ」について単位合否判定を行う。大学院事務室は３
月に「特別研究Ⅰ」の単位合否を含む成績を学生へ通知する。

4月 履修科目の決定 学生は主副指導教員と相談のうえ、履修科目を決定する。

4月 修士論文題目届提出
学生は主副指導教員と修士論文題目について相談し、その案を決める。学生は大学院事務室へ修士論
文題目届を提出する。

4月～7月 研究指導 主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅱ」に基づき研究指導を行う。

7月 研究中間発表会

学生は、2年次研究指導科目である「特別研究Ⅱ」の進捗に基づき、主副指導教員の指導・助言を受け
ながら研究テーマ、研究目的、研究方法等をまとめ、研究中間発表会でその内容を報告する。研究中
間発表会は博士前期課程および博士後期課程の全年次の全学生が原則として同じ会場で参加する。ま
た、情報数理学研究科の専任教員は原則として全員参加し、自身の指導する学生だけでなく他の学生
についても評価と助言を行う。

9月～1月 研究指導 主指導教員は、研究指導科目である「特別研究Ⅱ」に基づき研究指導を行う。

11月下旬
修士学位申請
予備審査論文提出

情報数理学研究科の専任教員は、修士学位申請予備審査論文について、自身の指導する学生だけでな
く他の学生についても評価と助言を行う。

1月上旬 修士論文最終版提出
学生は、修士学位申請予備審査論文についての評価と助言を参考に、修士論文を完成し、大学院事務
室へ提出する。

1月中旬 修士論文発表会 最終年次の「特別研究Ⅱ」では授業の最終回を修士論文発表会とし、学生が発表を行う。

1月末
修士論文審査会
（口頭試問・最終試験）

情報数理学研究科委員会は、提出された修士論文を基に、主査１名、副査２名以上の委員で構成され
る審査委員を決定する。審査委員は、本研究科委員会が開催する修士論文審査会にて口頭試問および
最終試験を行い、大学院事務室に報告書を提出する。

2月中旬 修士論文合否判定会議 情報数理学研究科委員会は、審査委員が提出した報告書を基に論文の合否を判定する。

2月下旬
修了判定会議
（修士号合否判定）

情報数理学研究科委員会は、修士論文合否判定会議の結果および修得単位数などを基に修了判定会議
を開催し、修了判定報告書を大学院事務室へ提出する。

3月 修了者発表 大学院事務室は、修了者を発表する。

・入学後のオリエンテーション期間に、情報数理学専攻主任と指導教員候補者が教育研究活動と履修
の指導を行い、この期間中に主指導教員と副指導教員を確定する。
・学生は履修申請において、「特別研究Ⅰ」の授業担当者は主指導教員とし、他の履修科目も主指導
教員から履修指導を受け、主指導教員が署名した履修登録確認票を締切日までに提出する。

2年次

1年次

【別紙３】　旧
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博士後期課程

養成する人材像と３つのポリシーの相関図

【ディプロマ・ポリシー】

【カリキュラム・ポリシー】

【アドミッション・ポリシー】

【養成する人材像】

[D-AP1] 情報数理学の高度な研究に取り組む
前提として、博士前期課程または修士課程で
修得すべき知識・技能、思考力・判断力・表
現力等を身につけている。

[D-CP1] 特別講義科目において、情報数理学領域における最新の研
究動向や特定テーマに関する、社会実装経験者・民間企業のスター
トアップ経験者等による特別講義を提供する。それにより、独創的
研究の深化と国際的視野の獲得を促すことで、博士論文の質を高め
るための高度な知識と議論力および現場起点の課題発見・課題設
定・解決能力を養う。

[D-CP2] 研究指導において、博士論文の作成にあたり、主指導教員
および副指導教員による計画的な指導を行い、研究計画報告・中間
報告・博士論文提出までを推進できるようにする。さらに、学術論
文の執筆と国内外での発表を通じて、研究成果の発信力を高め、研
究倫理の遵守と再現可能性の確保を徹底する。

[D-DP1]量子情報、深層学習、情報セキュ
リティ等に変革をもたらす次世代情報処理
パラダイムを支える数理的原理を分解し適
切に融合して推し進め、新たな情報処理を
設計するための学識と技術的能力を有して
いる。

情報数理学の素養を駆使して基礎研究、実践研究、および両者を統
合した研究を独立して遂行し学術の深耕を行うことのできる、企業
における研究開発人材および大学等の教員・研究者

情報科学の技術革新に対し、情報数理学の技術や知識を用い、明治学
院大学の教育理念である“Do for Others(他者への貢献)”に基づく倫理
観をもって体現できる人材

[D-DP3] 研究倫理および責任ある研究とイ
ノベーション(RRI)を推進することができ、
情報科学を人と社会に役立てる高度な実践
能力を身につけている。

[D-DP2] 情報科学およびその周辺を含む一
定領域において、高度な専門研究を推進し、
その成果を国内外に発信できる。

[D-AP2] 本学の教育理念である“Do for 
Others(他者への貢献)”の意義を理解し、数
理科学および情報技術の人と社会への還元に
対する深い関心と強い課題探究心を持ち、教
育者または研究者として社会に貢献する強い
意欲を持っている。

[D-AP3] 情報技術の教育者または研究者を目
指す者として、高い倫理観と社会規範を身に
つけている。

実線：強い関連
  破線：関連

【別紙１】　新

ー審査意見（６月）（資料）【D】 ー 2 ー

高橋 祐哉
長方形



博士後期課程

養成する人材像と３つのポリシーの相関図

【ディプロマ・ポリシー】

【カリキュラム・ポリシー】

【アドミッション・ポリシー】

【養成する人材像】

[D-AP1] 情報数理学の高度な研究に取り組む
前提として、博士前期課程または修士課程で
修得すべき知識・技能、思考力・判断力・表
現力等を身につけている。

[D-CP1] 特別講義科目において、情報数理学領域における最新の研
究動向や特定テーマに関する特別講義を提供し、独創的研究の深化
と国際的視野の獲得を促すことで、博士論文の質を高めるための高
度な知識と議論力を養う。

[D-CP2] 研究指導において、博士論文の作成にあたり、主指導教員
および副指導教員による計画的な指導を行い、研究計画報告・中間
報告・博士論文提出までを推進できるようにする。さらに、学術論
文の執筆と国内外での発表を通じて、研究成果の発信力を高め、研
究倫理の遵守と再現可能性の確保を徹底する。

[D-DP1] 深層学習、量子情報といった次世
代の情報処理パラダイムを支える数学的原
理を数理の視点で分解し適切に変容して推
し進め、新たな情報処理を設計するための
学識と技術的能力を有している。

情報数理学の素養を駆使して基礎研究、実践研究、および両者を統
合した研究を独立して遂行し学術の深耕を行うことのできる、企業
における研究開発人材および大学等の教員・研究者

情報科学の技術革新に対し、情報数理学の技術や知識を用い、明治学
院大学の教育理念である“Do for Others(他者への貢献)”に基づく倫理
観をもって体現できる人材

[D-DP3] 研究倫理および責任ある研究とイ
ノベーション(RRI)を推進することができ、
情報科学を人と社会に役立てる高度な実践
能力を身につけている。

[D-DP2] 情報科学およびその周辺を含む一
定領域において、高度な専門研究を推進し、
その成果を国内外に発信できる。

[D-AP2] 本学の教育理念である“Do for 
Others(他者への貢献)”の意義を理解し、数
理科学および情報技術の人と社会への還元に
対する深い関心と強い課題探究心を持ち、教
育者または研究者として社会に貢献する強い
意欲を持っている。

[D-AP3] 情報技術の教育者または研究者を目
指す者として、高い倫理観と社会規範を身に
つけている。

実線：強い関連
  破線：関連

【別紙１】　旧

ー審査意見（６月）（資料）【D】 ー 3 ー

高橋 祐哉
長方形
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